
様々なデータ統合処理を行えるインフォマティカのクラウドサービス Intelligent Data Management Cloud（IDMC）と 

Snowflakeを連携させることにより、Snowflakeの性能を最大限に生かしたクラウドネイティブな分析基盤を構築できます。

また、IDMCではデータ変換処理を GUIで行えるため、特定の言語に頼ることなくデータベースの処理が可能となり属人性の排除が可能です。

S n o w f l a k e と イ ン フ ォ マ テ ィ カ で 実 現 す る 新 し い ク ラ ウ ド デ ー タ プ ラ ッ ト フ ォ ー ム

Snowflake × インフォマティカ

Intelligent Data Management Cloud（IDMC）Data Integration サービス

データ統合
Cloud Data Integration

Peer to Peer（P2P）型の データ連携ソリュー
ション

従来の ETL に加え、データ変換処理を接続先シス
テムで実施するプッシュダウン（ELT）機能

ソースデータの変更差分検知された顧客体験を提供

ハブ型データ統合
Cloud Integration Hub

データ連携を送信側（Pub）と 受信（Sub）に
疎結合化した ハブ型のデータ連携ソリューション

データ連携の冗長性を排除すると共に、運用管理を
一元化

アプリケーション統合
Cloud Application Integration

オンプレミスの資産を活用し GUI で簡単に

API 開発し、管理

複数の API を組み合わせて、アプリケーションや業
務プロセスを開発

理可能

複数のコンピュートクラスタ群が ACID を担保しなが
ら、共有データを読み書きし、かつクラスタサイズの即
時変更が可能

ロジカルアセット（ウェアハウス、データベースなど）を
一元管理することで、ユーザはサーバやバケットなどの
管理が不要

活用した分だけ利用料を支払うため、事業単位など
利用料の明確化が可能

無停止リリースが可能で、随時機能の拡張や自動バ
ージョンアップに対応

Snowflake はレガシー DWH アーキテクチャと比べて、大量のデータをスケーラブルに、クラウド特性を生かした分散処理構成を実現しています。また、DBMS 
原則である ACID を守り、アナリティクス向けデータベースとして最適なアークテクチャを備えています。

シングルデータベースで、データを 1 ヶ所で管

Snowflake



Snowflake の性能を最大限に活用、ビジネスニーズに対応する高いパフォーマンスを実現

データ変換処理を Snowflake 固有の命令を含む最適な SQL 文を自動生成して、Snowflake 側で実行します。

Secure Agent ⇔ Snowflake 間のデータ転

送負荷を軽減

Snowflake の処理能力や固有の高速処理機能
を有効活用

ソースデータまたはターゲットデータのいずれの処理でも
可能

特定の言語に依存せずにデータベースの処理能力を
利用

インフォマティカの ETL ツールの特徴である、GUI 開発や“pushdown optimization”機能を、Snowflake への DWH 連携でもメリットとして享受で

きます。

ソリューション特長

データ取得～ジョブ～データ格納まで、全体の処理時間を改善

データ転送に必要な転送量に伴う費用削減

Snowflake は柔軟なスケールアップ・ダウン／スケールアウト・インが可能 DWH 

特有の高速処理機構を活用

将来的に対応すべき変換処理やデータが増えた際も、ETL のインフラ増強やライセンス拡

張が不要

Snowflake の処理性能を活かすためには、データ加工の処理は Snowflake 側のウェアハウスで実施する必要がある

SnowSQL を利用した開発経験を持つ技術者を集めるのは困難（ANSI SQL 標準に準拠しているが、COPY INTO など Snowflake 独自の構文も存在）

インフォマティカの pushdown optimization の機能では、GUI ベースで開発したロジックを SQL クエリに変換し実行が可能

Snowflake × インフォマティカ 連携開発のメリット

Snowflake × インフォマティカ 性能面のメリット

ノンコーディング

GUI での容易な設定・開発

S3 や Snowflake への接続部品の開発が不要 

“pushdown optimization” による開発

ETL-DWH 間の

不要なデータ転送を回避

DWH リソースのみを

フル活用した変換・集約処理

処理ロジックの部品化・再利用 設計書などドキュメントの執筆量削減

マッピングイメージ インフォマティカから発行されたクエリ ※一部抜粋

INSERT INTO 

"POC_INFA"."PUBLIC"."TBL_PDTEST_TGT_19"(

"SEQID", "JOINID", "T1S1", "AG1", "AG2", "AG3", "AG4", "AG5", "AG6", "AG7",

"EX1", "EX2", "EX3", "EX4", "EX5", "EX6", "EX7", "EX8", "EX9", "EX10", "EX11"
)

SELECT
"POC_INFA"."PUBLIC"."S_V5RATMIIVNG4D2F47XM3FM_ シーケンス "."NEXTVAL" :: DOUBLE, 

t12.t12c8,

t12.t12c1 :: DOUBLE, 

t4.t4c7 :: DOUBLE,

t4.t4c8 :: VARCHAR(16777216),

FROM

(

SELECT
t1.t1c0, t1.t1c1, t1.t1c2, t1.t1c3, t1.t1c4, t1.t1c5,t1.t1c12, t1.t1c13, t1.t1c14, t1.t1c15, 

t1.t1c16, t2."T1L2"

FROM
(

SELECT

(t0."JOINID" :: NUMBER(38, 0)) :: DOUBLE,
(t0."T3S1" :: NUMBER(38, 0)) :: DOUBLE, 

t0."T3S2" :: VARCHAR(16777216),

t0."T3S6" :: VARCHAR(16777216),
(

CASE

WHEN (((t0."T3S1" :: NUMBER(38, 0)) :: DOUBLE) = 100)
OR ((t0."T3S2" :: VARCHAR(16777216)) != 'DEF') THEN 1 

ELSE 0

END
) :: NUMBER(10, 
0),(

CONCAT(
(t0."T3S2" :: VARCHAR(16777216)), 

(t0."T3S3" :: VARCHAR(16777216))

)

) :: VARCHAR(10),
LENGTH(t0."T3S2" :: VARCHAR(16777216)) :: NUMBER(10, 0),  SUBSTR(t0."T3S2" 

:: VARCHAR(16777216), 1, 2) :: VARCHAR(10), TO_DATE(t0."T3S4" :: 

VARCHAR(16777216), 'YYYY/MM/DD') :: TIMESTAMPNTZ, TRUNC(t0."T3S5" :: 

VARCHAR(16777216)) :: NUMBER(10, 0),  TO_CHAR((t0."T3S1" :: NUMBER(38, 0)) 

:: DOUBLE) :: VARCHAR(10),

(((t0."T3S6" :: VARCHAR(16777216)) IS NULL) :: INT) :: NUMBER(10, 0),
(

((t0."T3S1" :: NUMBER(38, 0)) :: DOUBLE) + ((t0."T3S1" :: NUMBER(38, 0)) :: 
DOUBLE)

) :: NUMBER(10, 0) 

FROM

"POC_INFA"."PUBLIC"."TBL_PDTEST_SRC_19_3" AS t0

※記載されている会社名、製品名、サービス名等は、各社の商標です

■インフォマティカとのパートナーシップ

NTTデータは、データマネジメント領域のグローバルリーディングカンパニーである株式会社セールスフォース・ジャパンのソリューション＆SIパートナーです。さまざまな連

携・統合製品を用いた豊富な実績をもとに、インフォマティカ製品のバリューと、NTTデータのノウハウを最大限に活かしたデータマネジメント基盤を確実に構築します。

株式会社 NTT データ
インフォマティカお問合せ窓口

〒135-6033 東京都江東区豊洲 3-3-9 豊洲センタービルアネックス

メール：informatica-info@kits.nttdata.co.jp
Webサイト：https://www.nttdata.com/jp/ja/lineup/informatica/
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